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核物質において， 71: NP 波相互作用による π 中間子の生成は核子の粒子・空孔対の励起と結び、つく。
密度があるしきい値をこえると フェルミガス状態にある核物質は π 中間子と粒子・空孔対のコヒーレ
ントな同時発生に対して安定性を失い相転移を起乙すD 乙の相転移は古典的 π 中間子場の出現を伴うの










ら導かれる。導出された条件式が含む π 中間子の分極演算子は通常項と異常項からなり，後者は 3pZ 超
流動状態の非等方的性質を反映する。
エネルギーギャップ並びにしきい値の計算を容易にするため 3pZ 対相関相互作用には非局所・分離




わち， π 中間子凝縮の発現は超流動によって抑制される。しかし， この上昇は高々 30郊であり，数値計
算では超流動の影響を最大限に見積っているので現実的な条件下においては無視できる程度になるもの
と判断される。
結論として， 3 P 2 超流動は中性 π 中間子凝縮の発現に対して意味のある影響を及ぼさな L、。同様の結
論は荷電 π 中間子凝縮についても当てはまると考えてよい。
論文の審査結果の要旨
π 中間子と核子の聞に働く P 波の引力が有限の運動量をもった π 中間子に対して， s 波や近
距離斥力の効果を上まわり，充分 π 中間子のエネルギーを下げるため，ある密度に達すると π 中間
子を発生する可能性がある。そして π 中間子はポーズ・アインシュタイン統計に従う粒子なので，ある
一定の運動量の状態に凝縮する可能性がある。乙の乙とが 1972 年





傍の核子聞に働く核力の 3P2 状態は引力で，互に逆の運動量をもっ 2 核子のクーパ一対を形成し，超




は乙のような観点に立って 3P2 超流動状態から発現する π 中間子凝縮について調べた。




程度であり，核力の短距離力の不確定さなどを考慮すると 3P 2超流動状態が本質的に π 中間子凝縮に
影響をもたらすものではないという結論に到達した。乙の研究は理学博士の学位に充分値するものと認
める。
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